2010年４月～2011年3月・ガイド規定
1） 　ガイド担当者は受託・主催事業共にガイド料金の20％を会に収める

・ガイド担当者は、規定の領収書(会長㊞)を切り集金し、会納入金・保険納入金・料金明細報告書・活動記録シートを毎月開催の理事会で会計に提出。（振込の場合は領収書不要）
・理事会に提出できない場合は、すみやかに役員メールアドレス(yakuin@interpreter.jp)で提出する。（その場合の会納入金は、会の銀行口座に手数料を自己負担で振込）　　
・活動記録シート提出範囲

主催事業・受諾事業は各担当者が、協力事業・ボランティア事業は代表者及び実行委員長が　　

提出する
　　　
2） 　ガイド担当者は必ず有料ガイド適用の保険(当会推薦団体登山保険等)に加入してから活動する
      ・当会団体保険以外の保険加入の会員は、保険証のコピーを提出。（提出先：事業担当大島）
　　　　但し、有料ガイドの場合不適合の保険が多いので確認した上で提出する
3） 　ガイド担当者は、予定コース及びエスケープルートの下見を実施して本番に備える
担当者は下見を実施する場合には、なるべく会員の研修を兼ねて一般公開研修として呼びかける
4） 　ガイド担当者当日の確認事項
・出発前に添乗員との打合わせ (コース・参加者レベル・行程時間・解説内容等)
　　　・参加者へ口頭での諸注意(装備・飲み物・食物・健康状態等）
　　　　　　　　　
5） 　受諾及び主催事業の担当ガイド対応範囲
・主催事業の担当者は、イベント参加者に掛捨て保険申込手続を(当会指定代理店・その他)して、当日集金をして会に収める
・旅行社により行程表を提出する場合がありますので、その場合担当者が作成して、当日参加者に渡す
・担当者はファーストエイドキットを必ず持参する（事務所に用意されている）
・担当者は冬山及びスノーシューの場合ザイル、スリングを必ず持参する
　　　・担当者は必ず携帯電話と無線を当日持参する（添乗員との連絡用）
　　　・主催事業の担当者は、登山届を作成及投函をする
＊判断に困る時は、必ず添乗員に確認をとって行動する
６）　各資料は（登山届・保険申込書・料金明細報告書・活動シート記録・請書・万座母樹林入山届等）ＨＰにアップして有ります
